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緒　言

　本学、短期大学部保育学科が平成17年度に開設されて以来、音楽関連科目の「基礎技能（音
楽１）」および「基礎技能（音楽２）」は非常勤講師８名と筆者で担当してきている。授業内容
と教科書については、毎年全員で検討し、決定している。とくに「基礎技能（音楽２）」の授
業内容の「弾き歌い」と「歌唱法」で教科書として使用する「子どもの歌」の曲集については、
授業で使用するだけではなく将来保育者として携わる時に現場で幅広く活用できるものが望ま
しいことも考慮して選択している。
　教科書を選択する際には、曲の種類、知っていなくてはならない曲、知っていてほしい曲、
よく歌われている曲などの収録状況に視点を置いてきた。しかしながら、作曲年代については
とくに問題にしてこなかった。
　明治時代になり日本に西洋の音楽が輸入されてから今日まで多くの「子どもの歌」が作られ
てきた。草創期の「子どもの歌」は明治10年の「保育唱歌」に始まるが、これは雅楽部伶人の
作品によるもので音楽も歌詞も子どもにとっては大変難しいものであった。本格的に「子ども
の歌」が出版されたのは音楽取調掛編纂の「小学唱歌集（初編）」（明治14年）、「小学唱歌集（第
二編）」（明治16年）、「小学唱歌集（第三編）」（明治17年）、そして「幼稚園唱歌集」（明治20年）
である。これらの曲集に収録されている曲はほとんどが外国の子どもの歌、民謡、賛美歌など
外国の音楽に日本語の歌詞を付けたものであることはよく知られている。明治30年頃から邦人
の詩と音楽による「子どもの歌」の曲集が出版されるようになり、その後大正時代のいわゆる
「童謡運動」を経て昭和になり、そして終戦を迎えるまでには多くの「子どもの歌」が作られ
ている。戦後は、芸術的にも価値があるとされている「子どもの歌」を含む数えきれないほど
多くの作品が生まれている。またテレビソング、アニメソング、ディズニーソングやフォーク
ソングなどいろいろなジャンルの音楽が子どもたちによって歌われている。
　このように現在、子ども達はいろいろな国の、いろいろな年代の、いろいろなジャンルの音
楽を享受している。そして「子どもの歌」の曲集も現状に対応してさまざまな曲が収録されて
いる。新しい「子どもの歌」がどんどん歌われている中で、昔の「子どもの歌」が歌われるこ
とが少なくなってきていると常々感じていた。そこで現在出版されている「子どもの歌」の曲
集に、日本の洋楽発展期に作られたどのような作品がどれほど収録されているのかについて調
査することにした。

歌い継がれている子どもの歌
－明治・大正・昭和初期の作品－

森　久見子

Favorite Children's Songs
－ From the Meiji, Taisho and Early Showa Eras －

Kumiko MORI
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　今回は、「日本童謡唱歌体系」（全６巻）の明治・大正・昭和の作品が収録されている「第Ⅰ
巻」を基にして、その時代のどのような作品が現在でも「子どもの歌」の曲集に収録されてい
るかについて調査し、考察することにした。「日本童謡唱歌体系第Ⅰ巻」にはすべての作品が
収録されているわけではないが、精選精査された作品が収録されていることからこの曲集を基
にして調査することにした。調査対象の「子どもの歌」の曲集については、これまでに収集し
た曲集より選択した12の曲集を対象として調査を行うことにした。

「日本童謡唱歌体系」

１）「日本童謡唱歌体系」
　「日本童謡唱歌体系」全６巻は、作曲家中田喜直、湯山昭、児童文学者藤田圭雄、作家阪田
寛夫の４氏が編集の中心となり1997年に出版された。全６巻には精選精査された日本の詩人と
作曲家との作品が1113曲収録されている。作品は年代的に大きく２つに分けられており、第１
巻には明治、大正、昭和初期（1945年頃まで）の作品222曲が、第２巻から第６巻にはそれ以
後の作品より891曲が収録されている。作曲年代は付されておらず２つの区分であいうえお順
に収録されている。
　藤田圭雄氏は「序」で次のように述べている。

　「今回、西暦2000年を迎えるにあたり、20世紀の総決算としてこの体系が出版される意義は
尊いものです。世界中のどこの国にも、こんなに熱意を籠めて子どもの歌を見つめているとこ
ろはありません。童謡の専門の作家たちが、社団法人の協会を結成し、詩人と音楽家が協力し
て新鮮な歌の数々が創られて行きます。
　その最も中心にあって活躍している中田喜直、湯山昭が明治・大正・昭和・平成にわたる無
数の資料を集め、その全作品を精査したのがこの体系です。それには阪田寛夫は芸術面から、
私は歴史的視点からそれぞれ手伝ってきました。20世紀の意義深き遺産として永遠に伝えたい
と思います。」

２）「日本童謡唱歌体系第１巻」の概観
　「日本童謡唱歌体系第１巻」（以下「第Ⅰ巻」）に収録されている222曲を収録順にまとめた表
を作った（表１）。備考欄に手持ちの資料から判明した作曲年代、詩の掲載などについて付し
ておいた。
　作品は低年齢向きから大人向きまでのものがあり、音域は最低音が＜シャボン玉＞のイ音、
最高音が＜からたちの花＞の２点ト音であるが、子どもむけの曲は１点ハ音から２点ニ音間の
作品が多い。歌詞については子ども向きの作品ではほとんど理解できるが、説明を必要とする
言葉が若干ある。
　最も早い年代の作品は雅楽省の伶人の作といわれている＜仰げば尊し＞である。この曲は音
楽取調係編纂の「小学唱歌集第三編」（明治17年出版）に第53曲（初編から第三編まで通し番号）
として収録されている。周知のとおり当時は外国の音楽に日本語の歌詞を付けたものが多く、
＜仰げば尊し＞のように邦人の作品は少なかった。
　ちなみに当時の外国の曲では「小学唱歌集初編」（明治14年）収録の＜蝶々＞、＜見わたせ
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ば＞（現在の＜むすんでひらいて＞）、＜蛍＞（現在の＜蛍の光＞）＞が、「第二編」（明治16年）
収録の＜霞みか雲か＞、「第三編」収録の＜花鳥＞（現在のウエルナーの＜野薔薇＞）、「幼稚
園唱歌集」（明治20年）の＜蝶 （々「初編」より）＞（現在の＜ちょうちょう＞）、＜霞か雲か（「第
二編」より）＞、＜うづまく水＞（現在の＜キラキラ星＞）、＜蜜蜂＞（現在の＜ぶんぶんぶん＞）
などが今でも歌われている。
　明治20年代の作品としては当時の社会的状況を反映している「婦人従軍歌」や「紀元節」、「天
長節」、そして「舟あそび」、現在でも歌われている「夏は来ぬ」の５曲が収録されている。ま
た20年代になると日清戦争を前に「軍歌」がよく歌われ、「軍歌」の楽譜出版も盛んであった
ようだ。音楽取調掛編纂の４つの「唱歌集」が出版された後、33年に「幼年唱歌」、34年に「幼
稚園唱歌」が出版された。43年に「尋常小学読本唱歌」が、44年に「尋常小学唱歌」が昭和に
かけて編集され文部省唱歌として出版された。これらの曲集のために作曲された作品も「第Ⅰ
巻」に多数収録されている。
　大正時代に入ると「童謡運動」が始まり、子どものための詩である童謡は「赤い鳥」だけで
はなく「金の星」、「金の船」、「金の塔」などの雑誌に掲載された。童謡は作曲家の中山晋平、
本居長世、山田耕筰、成田為三、草川信等によって作曲され、音楽作品の童謡として世に受け
入れられていった。「第Ⅰ巻」には＜雨＞、＜あわて床屋＞、＜かなりや＞、＜からたちの花
＞をはじめ多数の作品が収録されていている。
　昭和時代の作品は、現在でもよく歌われている＜赤蜻蛉＞、＜うみ（文）＞、＜嬉しい雛祭り＞、
＜たなばたさま＞、＜チューリップ＞などが収録されている。21年にNHKラジオで発表され
た＜緑のそよ風＞については、おそらく終戦前に作曲された作品であろうと推測できる。しか
し＜歌の町＞は手持ちの資料によると、「児童憲章制定」を記念して昭和26年に作られた作品
となっているので戦後の作品といえる。「第Ⅰ巻」に収録されていなくても、昭和初期には歌
われていた童謡や唱歌、ほとんど知られていない作品や時代的、社会的背景から生まれた作品
が存在していることであろう。
　題名の改題については、明治44年の文部省尋常小学校唱歌＜鳩＞が＜はとぽっぽ＞の題名で
収録されている。草川信作曲の＜汽車＞は昭和13年に＜兵隊さんの汽車＞の題名で発表され、
その後に歌詞の一部が改作され題名も＜汽車ポッポ＞と改題された。現在出版されている曲集
の中には「第Ⅰ巻」と同様に＜汽車＞となっているものもある。また、本居長世作曲の＜汽車
ポッポ＞も収録されているが、曲集によっては＜汽車ぽっぽ＞と「ぽっぽ」が平仮名表記になっ
ているものもある。＜森の小人＞は昭和16年にキングレコードから＜土人のお祭り＞という題
名で発売されていたが、この作品もまた昭和22年に発表された時に題名は＜森の小人＞に改題
された。
　日本古謡＜さくらさくら＞は、山田耕筰の編曲による１つの作品として収録されていると考
えられる。山田は大正11年に声楽家三浦環のために＜さくらさくら＞、＜来るか来るか＞、＜
きんにゃもにゃ＞の３曲を編曲しているが、「第Ⅰ巻」に収録されている楽譜はその時の作品
である。また＜さくらさくら＞は明治21年の東京音楽学校編纂「筝曲集」に＜桜＞の題名で収
録されている。
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表１
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「子どもの歌」の12の曲集の概観

　今回、調査対象とした「子どもの歌」の曲集はこれまでに教科書として使用した曲集や検討
した曲集から下記の12曲集とした。

１、誰でも知ってる童謡100選「子どもと歌おう」　1998　カワイ出版（以下「曲集１」）
２、唱歌から現代童謡まで「子どもと歌おう50」　1997　カワイ出版（以下「曲集２」）
３、「こどものうた200」　2001　チャイルド本社（以下「曲集３」）
４、「続 こどものうた200」　2000　チャイルド本社（以下「曲集４」）
５、保育の四季「幼児の歌110曲集」改訂版　2004　エーティーエヌ（以下「曲集５」）
６、簡易ピアノ伴奏による「実用こどもの歌曲200選」　2008　ドレミ楽譜出版社（以下「曲

集６」）
７、新版「幼児保育の歌とリズム」　2003　音楽之友社（以下「曲集７」）
８、やさしいピアノ伴奏付「保育名歌200選」　2001　ドレミ楽譜出版社（以下「曲集８」）

明治＝M　大正＝T　昭和＝S
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９、幼児の音域にあわせた＊キーボード・ダイアグラム付き「幼児の歌12カ月180曲選」　
2007　エーティーエヌ（以下「曲集９」）

10、「園児の四季とみんなの歌　幼児音楽教材曲集」　2005　全音楽譜出版社（以下「曲集
10」）

11、簡易ピアノ伴奏による「こどものうた大全集」新版　2008　デプロ（以下「曲集11」）
12、いろいろな伴奏で弾ける選曲「こどものうた100」　2003　チャイルド本社（以下「曲集

12」）
　上記12の曲集のうち「曲集２」が「曲集１」の、また「曲集４」が「曲集３」の続編となっ
ている。
　各曲集に収録されている曲から外国の曲とわらべうたの曲数、編曲されている曲数を中心に
概観する。編曲数については編曲者が明記されている曲のみとする。

１）「曲集１」
　　収録曲数100曲、外国の曲20曲、わらべうた３曲、編曲21曲

　編曲は外国の曲15曲、わらべうた３曲、日本の曲３曲であるが、簡易伴奏に編曲されて
いるのではない。この曲集は基本的に原曲を掲載している。

２）「曲集２」
　　収録曲数50曲、外国の曲14曲、わらべうた１曲、編曲16曲

　編曲は外国の曲12曲、わらべうた１曲、日本の曲３曲であるが、簡易伴奏に編曲されて
いるのではない。

３）「曲集３」
　　収録曲数200曲、外国の曲43曲、わらべうた13曲、編曲34曲

　編曲は外国の曲14曲、日本の曲18曲と作者不明の曲２曲である。歌唱旋律のみの曲が51
曲あり、そのうちわらべうた13曲を除きすべての曲にコード・ネームが付されている。ま
た第１曲から第47曲には遊び方が絵つきで書かれている。

４）「曲集４」
　　収録曲数200曲、外国の曲34曲、わらべうた13曲、編曲44曲

　編曲は外国の曲７曲、日本の曲37曲である。編曲されている曲で題名が＜どんぐり＞の
原題名は＜どんぐりころころ＞である。歌唱旋律のみの曲が89曲あり82曲に遊び方が絵つ
きで書かれている。わらべうた13曲と外国の遊び歌13曲以外の曲すべてにコード・ネーム
が付されている。

５）「曲集５」
　　収録曲数110曲、外国の曲16曲、編曲66曲

　編曲は外国の曲15曲、日本の曲51曲であるが、弾きやすいように簡易伴奏になっている。
その他の曲のなかにも編曲者名が書かれていないが編曲されている曲もある。全曲にコー
ド･ネームが付されている。

６）「曲集６」
　　収録曲数200曲、外国の曲43曲、わらべうた４曲、編曲13曲

　編曲者名が書かれていた13曲はいずれも日本の曲であるが、簡易伴奏による曲集である
ため、他の曲については編著者である松山祐士氏の編曲によるものと考えられる。４曲の
わらべうたには伴奏が付けられているがコード・ネームは付けられていない。わらべうた
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以外の曲にはコード・ネームが付けられている。
７）「曲集７」
　　収録曲数202曲、外国の曲31曲、編曲98曲

　編曲は外国の曲18曲と日本の曲81曲である。曲集の後半には歌詞の付いていないピアノ
のための小品が54曲収録されているが、そのうち14曲は外国の作曲家の作品で、あとの40
曲は日本の作曲家の作品である。歌唱曲にはすべてコード・ネームが付けられている。

８）「曲集８」
　　収録曲数200曲、外国の曲45曲、わらべうた１曲

　ほとんどの曲は簡易伴奏に編曲されているが編曲者名は記載されていない。わらべうた
には伴奏が付けられている。

９）「曲集９」
　　収録曲数180曲、外国の曲27曲、編曲90曲

　編曲は外国の曲25曲、日本の曲62曲と作者不明の曲３曲である。曲にはコード･ネーム
が付けられ、巻末にキーボード･ダイアグラム一覧表が掲載されている。

10）「曲集10」
　　収録曲数114曲、外国の曲19曲、編曲12曲

　編曲は外国の曲７曲と日本の曲５曲である。
11）「曲集11」
　　収録曲数159曲、外国の曲19曲、わらべうた２曲

　曲は簡易伴奏の楽譜であるが、編曲者名が掲載されていない。題名が＜きしゃぽっぽ＞
となっている曲は「第Ⅰ巻」の草川信の作品＜汽車＞である。全曲にコード・ネームが付
けられている。比較的新しい子どもの歌やアニメソングなどが収録されている。

12）「曲集12」
　　収録曲数105曲、外国の曲17曲、わらべうた３曲、編曲21曲

　96曲には２種類の伴奏が掲載されている。＜チューリップ＞は２種類の伴奏とコード・
ネーム付の歌唱旋律が掲載されている。編曲者名が書かれている曲は外国の曲３曲と日本
の曲18曲である。ほかに歌唱旋律のみの楽譜４曲と伴奏付きの楽譜４曲が収録されており、
曲数は全部で105曲である。曲にはコード・ネームのほかに電子オルガンのコード・ダイ
アグラムとギターのコード・ダイアグラムが付けられている。

　「第Ⅰ巻」の概観の項で明治時代には外国の音楽に日本語の歌詞を付けた曲が多いことにつ
いてふれたが、＜むすんでひらいて＞、＜ちょうちょう＞、＜きらきらぼし＞、＜ぶんぶんぶ
ん＞が上記12の曲集に収録されているので、今回の調査対象ではないがここに記しておく。
　＜むすんでひらいて＞は曲集１、３、６、９、10、11に、＜ちょうちょう＞は曲集２、３、
５、７、８、９、11、12に、＜きらきらぼし＞は曲集２、４、６、７、８、９、10に、＜ぶ
んぶんぶん＞は曲集１、３、５、６、７、８、９、11、12に収録されている。

12の曲集に収録されている作品

　「第Ⅰ巻」に収録されている作品のうち53曲が調査した12の曲集に収録されていた。「曲集２」
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に＜さくらさくら＞が収録されているが、佐藤敏直編曲による作品であることから、「第Ⅰ巻」
の山田耕筰編曲の作品とは別の作品として収録数に加えないことにした。53曲の曲名と収録さ
れている曲集について表にまとめた（表２）。各曲集に収録されている曲を○印で、そのうち
移調されている曲は●印で示す。

　明治時代の作品15曲、大正時代の作品21曲、昭和時代の作品17曲が収録されている。文部省

表２
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唱歌は17曲あり、そのうち明治時代が43年の４曲、44年の４曲、45年の３曲の11曲、大正時代
は１年、２年ともに各１曲、昭和時代が16年の４曲となっている。これらの曲は昭和時代後半
から平成に入ってからも小学校で歌われ、広く一般に歌われている曲もある。現在、小学校共
通教材として１年に＜うみ＞、＜かたつむり＞、２年に＜春が来た＞、＜虫の声＞、＜夕やけ
こやけ＞、３年に＜茶つみ＞、＜春の小川＞、４年に＜もみじ＞、５年に＜こいのぼり＞、６
年に＜ふるさと＞が採用されている。文部省唱歌以外の明治時代の作品としては17年「小学唱
歌集第三編」の＜仰げば尊し＞、33年「幼年唱歌」の＜兎と亀＞、34年「幼稚園唱歌」の＜お
正月＞と＜水あそび＞の４曲がある。
　12の曲集に一番多く収録されている作品は＜嬉しい雛祭り＞、＜シャボン玉＞、＜たなばた
さま＞、＜まつぼっくり＞の４曲で10の曲集に収録されている。前述したように「曲集２」と
「曲集４」が続編であることから、すべての曲集に収録されているといえる。次いで９つの曲
集に収録されている作品は＜うみ（文）＞、＜お正月＞、＜かたつむり＞、＜チューリップ＞、
＜どんぐりころころ＞の５曲である。この９曲のうち明治時代の作品は＜お正月＞と＜かたつ
むり＞、大正時代の作品は＜シャボン玉＞と＜どんぐりころころ＞で、他の５曲は昭和時代の
作品である。逆に１つの曲集のみに収録されている作品は20曲あった。
　53曲の最低音は＜シャボン玉＞の歌いだしの音イ音で、最高音は＜赤蜻蛉＞、＜汽車＞、＜
はやおき時計＞の２点へ音である。また歌唱旋律の音域は、１点ハ音から２点ニ音までが13曲、
１点ニ音から２点ニ音までが９曲、１点ハ音から２点ハ音までが８曲で、１点ハ音から２点ニ
音までの間で１オクターブか９度で作られている曲が多い。
　曲集によっては「第Ⅰ巻」の調から移調された楽譜を掲載している。＜アメフリ＞は３つの
曲集で二長調からハ長調に、＜かたつむり＞は４つの曲集がニ長調からハ長調に移調してい
る。＜シャボン玉＞はニ長調であるが、「曲集９」と「曲集11」はハ長調に移調し、「曲集９」
の歌いだしの音は「ト音」と「１点ハ音」の２つの音が書かれ、「曲集10」では変ホ長調に移
調し歌いだしの音は「変ロ音」と「１点変ホ音」の２つの音が書かれている。また「曲集６」、
「曲集８」、「曲集12」では歌いだしの音が「１点ニ音」になっている。
　歌詞についてはとくに大きな問題はないと考えられるが、＜仰げば尊し＞や文部省唱歌の＜
鯉のぼり＞、＜茶摘＞、＜故郷＞、＜紅葉＞などは、幼児にとって難しい言葉が使われている。

考　察

　現在でも歌われている「子どもの歌」が作曲されるようになったのは、明治30年代になり言
文一致による口語体の歌詞が採用されるようになってからのことであるといえる。明治の作品
15曲のうち＜仰げば尊し＞を除く14曲がその年代の作品である。＜お正月＞（幼稚園唱歌）は
毎年必ず歌われているが、多くの人は＜お正月＞が明治34年の作品であることを知らないまま
歌っているのであろう。明治44年の＜かたつむり＞をはじめ多くの作品についても同じことが
言えよう。
　10の曲集に収録されていた４曲のうち＜嬉しい雛祭り＞と＜たなばたさま＞の２曲は、本学
科ではここ数年必ず弾き歌いの必修課題としてきた。また＜かたつむり＞、＜シャボン玉＞、
＜たきび＞、＜どんぐりころころ＞、＜まつぼっくり＞、＜揺篭の歌＞も必修課題にすること
が多い。これらの曲は収録冊数が多い曲であり、一般的にも需要が高い作品と言える。
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　１つの曲集のみに収録されている作品のうち＜かもめの水兵さん＞、＜汽車（文）＞、草川
信作曲の＜汽車＞、＜はやおき時計＞、＜夕日＞などはもっと多くの曲集に収録されていても
よいのではないかと思う作品である。＜兎と亀＞、＜てるてる坊主＞、＜虫の声＞（いずれも
２つの曲集に収録）や＜はとぽっぽ（文）＞（３つの曲集に収録）についても同様のことが言
える。
　歌詞の中で現在ではあまり使われていない言葉、例えば＜赤蜻蛉＞の「ねえや」、＜アメフ
リ＞の「ジャノメ」、＜お山のお猿＞と＜金魚の昼寝＞の「べべ」、＜春よ来い＞の「ジョジョ」、
＜揺篭の歌＞の「きねずみ」などの言葉については歌唱時に説明した方がよいかと思う。＜里
の秋＞はとくに難しい言葉は使われていないが、詩の背景を考えるならば幼い子どもが歌うの
には難しい作品であろう。また＜てるてる坊主＞の歌詞については、３番の最後の部分「そな
たの首を　チョンと切るぞ」が少々残酷ではないかとも思われる。
　童話と同じ題名の曲＜兎と亀＞が２つの曲集に収録されているが、この他にも＜一寸法師＞、
＜牛若丸＞、＜浦島太郎＞、＜金太郎＞、＜花咲爺＞、＜桃太郎＞も同じ題名の童話がある。
これらの曲があまり歌われなくなったように、これらの童話も読まれなくなったのであろうか
気にかかるところである。
　12の曲集に収録されていた曲は考えていたより多かった。しかし、調査した曲集の半数の５
つの曲集（続編を除き）以上に収録されている曲は20曲にすぎない。20曲には明治時代の作品
＜お正月＞、＜かたつむり＞、＜月（文）＞、＜春が来た＞、＜水あそび＞、＜雪（文）＞の
６曲が入っていることは驚きにあたいした。この20曲という数がこれからのち、どのように
なっていくのかについては計ることはできないが、１曲でも多く歌われていくことを期待して
いる。

「第Ⅰ巻」の作品より選曲

　12の曲集に収録されている作品のほかにも、「第Ⅰ巻」には子ども向きの作品が数多く収録

表３

備考欄の略語は表１と同じである
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されている。そのなかより10曲だけ選んでみることにした。選曲に当たり音域は問題がないこ
とは分かっていたので、子どもらしい歌詞と歌唱旋律であることを条件として行った。その結
果、明治時代が２曲、大正時代が３曲、昭和時代が５曲であった（表３）。
　童話と同じ題名の＜一寸法師＞、＜牛若丸＞、＜浦島太郎＞、＜金太郎＞、＜花咲爺＞、
＜桃太郎＞なども歌われていいと思う作品であるがここでは省くことにした。

結　語

　まえにも述べたように、草創期の「子どもの歌」はほとんどが外国の音楽に日本語の歌詞を
付けた曲であったが、その時期を経て明治30年代になると、現在でも歌われている日本の詩人
と作曲家による「子どもの歌」が作られるようになった。それら明治30年頃から昭和20年頃ま
での約50年間に作られた作品が、戦後に作られた本当に沢山の「子どもの歌」やテレビソング、
ディズニーソング、アニメソングなどと共に今後どのような存在感を示していくのか、その推
移を見守りたい。
　保育者になることを目指している学生は、あらゆる年代の、あらゆる国の、あらゆるジャン
ルの作品をバランスよく学習する必要がある。そして指導者は、学生がよりよい学習をするよ
うに配慮していかなければならない。
　本研究の過程で、主たる研究目的以外に「日本の子どもの歌」という文化についても向き
合ってきた。幕末に洋楽が本格的に日本に輸入され、日本の洋楽は今日まで大きく発展してき
た。その流れのなかで日本の「子どもの歌」もまた発展してきている。日本の「子どもの歌」
は明治時代の音楽取調掛の「東西二洋音楽を折衷して新曲を作る事」の方針に基づき西洋音楽
と日本音楽との折衷の研究が始まり、言文一致の唱歌、童謡運動から生じた童謡と唱歌との間
の芸術性と教育性についての論争、戦後の芸術性の高い「子どもの歌」が作られるようになる
まで、一歩一歩着実に前進してきた。筆者は学生に作品を教えると同時に、このような日本の
「子どもの歌」の歴史と文化についても伝えていかなければならないと考えている。そして、
それぞれの時代の「子どもの歌」ができるかぎり多く歌い継がれていくことを願っている。
　今回の研究から得たことは教科書の選考のみならず、あらゆる機会に役立たせたいと思って
いる。今後は芸術性の高い「子どもの歌」といわれている作品を中心に戦後の「子どもの歌」
についても調査を行いたいと考えている。

注
１）「日本童謡唱歌体系第Ⅰ巻」序　13行　東京書籍（1997）
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